
柏木　漫画タッチでのアプローチは予想していなかったの
で、正直驚きました。

木村　『VIEW21』は、これまでずっと先生と生徒の集合写
真が表紙を飾ってきたので、そうした光景を写実的なタッ

チで描いてはどうかと先生からはアドバイスをいただいた

のですが、せっかくなら、自分の得意なタッチで描き、し

かもこれまでにはない作風にしたいと考えたんです。

柏木　前例にとらわれないで、自分の個性を生かすチャレ
ンジをしたんですね。すごいことだと思いますし、実際、

見る人をひきつける絵になっていますよね。化学の実験風

景ですが、モデルになった先生はいるんですか。

木村　楽しい実験をしてくれる理科の先生がいて、その先
生のことを考えた時に、この絵のアイデアが浮かびました。

ただ、その先生とこの絵の先生は、見た目が全然違いま

す（笑）。僕にとって実験は、先生と生徒がコミュニケーショ

ンを取りながら学んでいく時間なので、生き生きとした様

子が描けそうだと思ったんです。

柏木　木村さんが描いたような、コミュニケーションを取
りながら学ぶ時間は、コロナ禍によって残念ながら減って

いますよね。

木村　先生や友人たちとにぎやかに語り合いながら学ぶこ
とが難しくなったことで、それまであまり意識していな

かった学校の価値を再確認できたような気がします。そし

て、学校だけでなく、そもそも人生は、他者がいてこそ楽

しいものなんだと改めて認識したんです。世界がもしも自

分１人だったら、誰かに向けて表現することも、誰かから

影響を受けることもできません。自室で１人リラックス

する時間もいいけれど、学校で周囲の人たちに気を使い、

ちょっとドキドキしながら過ごす時間も大切なんだなと思

うようになりました。

柏木　他者に気を使いながら過ごす時間も、自分の成長の
ためには必要だと気づいたわけですね。ただ、そうした時

間が「自分はこうありたい！」という思いを抑圧してしま

うようなことはないのでしょうか。

木村　自分のことを好きでいられれば、他者に流されずに
自分の個性を大切にできて、相手のことも大切にできるよ

うな気がします。そして、自分のことを好きになるには、

やっぱり他者の力が必要です。僕ら高校生は、授業や部活

動などでお互いを認め合えれば、自分のことを好きになれ

ると思うんです。

柏木　前例にとらわれず自分の個性を発揮できる木村さん
だからこそ、ほかの人の個性を尊重することの大切さに気

づくことができたのでしょうね。みんながお互いに認め合

えるような社会を、一緒につくっていきましょう！

学校でお互いを認め合うことで
生徒は自分を好きになれる！富山県・
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漫画好きの父親の影響で、幼い頃か
ら漫画をたくさん読み、自分でも作
品を制作するようになった木村さん。

「完成した絵を父に見せたら、『発想
がいいね』と褒めてくれました」

（木村さん）。

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

木村さんが通う富山県・私立片山学園中学校・高校は、
今号の「改良！ 指導ツール　ビフォーアフター」（P.50 ～
53）の改良会議実施校です。

から16年前に赴任した前任校は、生徒の希

望進路が多様で、教師には幅広い視野での生

徒支援が求められていました。赴任2年目、進路課

に配属され、国公立大学進学を希望する２年生の理

系クラスの担任となった私が、生徒の進路実現の可

能性を高める上で重視したのは、ＡＯ・推薦入試で

した。ただ当時は、全国的にもＡＯ入試の出願指導

のノウハウがまだ十分蓄積されておらず、生徒の志

望を深めるためには出願までにどのような指導を行

えばよいのか、明確な方針はありませんでした。

　生徒の進路観を育み、大学での学びへとつなげる

契機として私が提案したのは、地元企業への訪問で

した。学校が所在する地域は製造業が盛んで、独自

の技術を持つ企業も多く存在していました。そこで、

そうした企業に生徒を訪問させ、大学での研究の目

的を明確にさせたいと考えました。さらに、中学生

を高校に招いて行う数学や理科のコンテストの企画・

運営を生徒に任せるなど、多様な経験を積むことで

志望理由をより強固なものにしてもらおうとしまし

た。ただ、どれも初めての挑戦で、どの程度の成果

がもたらされるのかは分からず、手探りの状態でし

た。そんな私の提案に対しての当時の校長の返事が

「思うようにやりなさい。生徒のためを思う
なら、やって無駄なことはない」だったのです。

　新しい取り組みを前に二の足を踏むのではなく、

失敗を恐れずに思いついたことはどんどんやりなさ

いと応援していただいたことに、私は心から感謝し

ました。管理職が明確な言葉で後押ししてくれたこ

とで、前向きな気持ちが学年団全体に広まっていく

のを感じたことを覚えています。

　３年生に進級しても引き続き私が担任を務めたそ

のクラスからは、ＡＯ入試での難関国立大学医学部

医学科を含む36人の国公立大学合格者が出ました。

そして、その時の大学合格者の約７割が、ＡＯ・推

薦入試での合格者でした。１・２年次から進学意識

を高めたことで、第１志望大学の合格がかなわなかっ

た生徒も「やれることはやったので納得しています」

という晴れ晴れとした表情を見せてくれました。

来、この言葉は様々な場面で私を支えてくれ

ています。新型コロナウイルスの感染拡大を

受けた臨時休業中、本校が愛媛県で唯一、オンライ

ン授業を全クラス全科目で実施することができたの

も、「失敗を恐れずにやってみよう」という私の呼び

かけに、若い先生たちが応えてくれたからだと思い

ます。生徒からは、「先生方が不慣れでも一生懸命授

業をしてくださっている様子を見て、自分ももっと

頑張らないといけないと思いました」といった声を

聞いています。やはり、「生徒のためを思うなら、やっ

て無駄なことはない」のです。

　今後、少子化によって生徒募集に苦しむ学校が増

えていきます。これまでは進路課長として「出口」

のお世話をしてきましたが、今度は教務課長として

生徒募集の「入口」のお世話をすることになりました。

進路実績という「通知表」を、地元の中学生と保護

者がどのように評価するのか、自分の目で確認する

ことになり、進路指導の重責を再認識しています。
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◎教職歴 28 年。同校に赴任して９年目。教務
課長・教務主任。担当教科は数学。同校での
進路課長在任時、進路が決まった生徒にペー
パーフラワーを作らせ、自分の進路先の名称
を掲示する時に、それを飾らせるようにした。新
入生には「あなたも先輩みたいに花を作れるよ
うに、一緒に頑張ろう」と声をかけるという。

愛媛県立丹原高校　全日制／普通科・園芸科学科／共学／１学年約110人／2020 年度進路実績（現役のみ）国公立大は、信州大、
香川大、愛媛大などに17人が合格。私立大は、京都産業大、松山大などに延べ 54人が合格。短大、専門学校進学 30人。就職 26人。
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